





























































































































































































































 (n=53) (n=57)  (n=61) (n=61)  
音 声 言 語 の み 使 用 11( 20. 8%)  8( 14. 0%) 8( 13. 1%)  7( 11. 5%) 
音声言 語 を 使用 し ていない  1( 1. 9%) 2( 3. 5%) 2( 3. 3%) 2( 3. 3%) 
音 声 言 語 ＋ 他 の 手 段 41( 77. 3%) 47( 82. 5%)  51( 83. 6%)  52( 85. 2%) 
計 ( 校 ) 53(100. 0%) 57(100. 0%) 61(100. 0%) 61(100. 0%) 
注 )表中の「音声言語を 使用していない 」または「他の手段」は ，「手話 」，「 指文字 」， 
「キュー(発音誘導)サイン 」，「その他」 の使用を示す  


































































文字の種類 校 数 ( % ) 
ひ ら が な 文 字 7 5( 1 00. 0％ ) 
カ タ カ ナ 文 字 4 5(  60. 0％ ) 
漢 字 3 2 (  42. 7％ ) 
Table 2　使用している文字の種類（n=75）
乳 相 部 乳 相 部  乳 相 部 乳 相 部 年  少 年  少 年  少 年  中 無 回 答 計 
（ 1 ） （ 2 ） （ 3 ） （ 1 ） ( 2 ） （ 1 ） （ 校 ）
① 1 2 6 1 1 2 2 0 2 1 3 4 8 
② 1 1 1 3 
注 )① 「できる だけ早期か ら導入すべ き」②「 早期の提示 は必要なし 」 





































































乳 相 部 年  少  年  少 年  少 年  中 年  長 無 回 答 計 
( 1 )  ( 2 )   ( 1 )   ( 2 ) 
1 2 3 2 1 1 1 1 1 
Table 4　ひらがな文字の読み指導の開始学年・時期（n=11）（　）内は学期
Table 5　カタカナ文字の使用形態（単独，ふりがな併記）の導入時期（単独 n=7；併記 n=18）
カタカ ナ 文 字の 使 用形態  乳 相 部 年  少 年  中 年  長 無回答  計 
単 独 1 1 1 3 1 7














































































































































































































































































































The Introduction and the Usage of Three Kinds of Japanese Characters  
(Hiragana, Katakana, and Kanji) at the Preschool Stages in Japanese Schools  











the age of  three). However,  few schools were  tutoring  reading or writing of hiragana as  a part  of  the 
curriculum. That was the same on katakana and kanji, and the fewer schools  introduced (presented) to the 
preschool children  than those of hiragana. As comparing with  the results of  the  former our  two surveys 
regarding  the usage of  Japanese character(s),  the percentage of  the number of  schools  that were using 
hiragana at the several educational activities were reduced. Additional research should be done regarding the 
usage of Japanese characters at  the preschool stage, as  it would be one of  the  fundamental skills  for  the 
subject learning, starting immediately after entering the elementary school department. It also suggested that 
how the teachers of preschool deaf children should introduce (present) and teach the reading and writing of 
three Japanese characters for the successful entering into subject learning.
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